
 
 

 

 

  

フォローアップ結果 

評点区分：順調に進んでいる 

全体を通した所見 

○ 研究推進本部の下、彼我の研究力分析が的確になされ、ベンチマーク大学を国外から６校、戦略

的海外連携校１２校を選定し、世界に開かれた知の国際共同体の形成に向け、ダイナミックに船出

している。また、極めて具体的に達成目標を数値で示し、その達成に向けて制度の構築・整備が順

調に進められていることが確認された。 

 

特に優れた点 

○ 訪問滞在型研究センター「東北大学知のフォーラム」が具現化し、その屋台骨を URA センターが

支えることにより、国際公募も含め、若手研究者への効果的なアピールができている。 

 

○ URA の経験知を海外を含む他学と共有し、URA 全体のスキル向上と職域確立に役立てることを目

指している。 

 

期待する点 

○ URA の重点化スキルの取りまとめ、URA 人事労務制度の整備について早期の実現を期待する。 
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